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問1 大気圏の構造において、気温が最も低い高度より上層に位置し、大気中の原子や分子が電離してイオンと電子の状態となり電
波を反射する性質を持つ層の名称として、最も適切なものはどれか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  対流圏 2.  成層圏 3.  中間圏 4.  熱圏

問2 エルニーニョ現象が発生している期間の太平洋における海洋および大気の状況として、最も適切な記述はどれか。 （2018年　全国公立

入試　類似）

1.  貿易風が強まり、西太平洋の暖
水がさらに蓄積され、東太平洋の
冷水の湧昇が強化される。

2.  貿易風が弱まり、西太平洋の暖
水が東太平洋へ広がり、東太平洋
の冷水の湧昇が弱まる。

3.  貿易風が弱まり、東太平洋の冷
水が西太平洋へ移動し、西太平洋
の海水温が著しく低下する。

4.  貿易風が強まり、東太平洋の暖
水が西太平洋へ移動し、西太平洋
で積乱雲が活発に発生する。

問3 地球の熱輸送に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  大気の大循環は、低緯度から高
緯度への熱輸送を担う主要なメカ
ニズムの一つである。

2.  黒潮などの海流は、海洋を通じ
た熱輸送において重要な役割を果
たしている。

3.  温帯低気圧は、偏西風波動に伴
い発生し、中緯度から高緯度への
熱輸送に寄与する。

4.  海陸風は、地球規模の熱収支の
不均衡を解消するために不可欠な
大規模な熱輸送現象である。

問4 地球の大気圏外において、太陽光線に対して垂直な面が1平方センチメートルあたり1分間に受ける熱エネルギー量は、一般に
何カロリーと定義されているか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  約0.5カロリー 2.  約1.0カロリー 3.  約2.0カロリー 4.  約4.0カロリー

問5 北半球において、緯度が高くなるにつれて500hPa等圧面の高度が低下する状況を考える。このとき、ある地点Pにおいて、北
側の高度が南側よりも低い場合、P点に働く気圧傾度力の向きとして最も適切なものはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  北向き 2.  南向き 3.  東向き 4.  西向き

問6 北緯31.5度から33.0度にかけて北東へ流れる黒潮を横切る断面において、海面高度の分布として正しいものはどれか。 （2026年　

全国公立入試　類似）

1.  北側に向かって海面高度が低く
なる分布を示す。

2.  北側に向かって海面高度が高く
なる分布を示す。

3.  黒潮の流軸付近で海面高度が最
も高くなる。

4.  黒潮の流軸付近で海面高度が最
も低くなる。

問7 地球表層の水循環において、陸上から海洋への河川等による輸送量と、海上から陸上への大気による輸送量が等しくなる理由
として最も適切なものはどれか。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  陸上の降水量と蒸発散量が等し
いため

2.  陸上の水の貯留量が長期間で変
化しないため

3.  海洋の面積が陸上の面積よりも
広いため

4.  大気中の水蒸気量が常に一定で
あるため

問8 地下水の過剰な汲み上げによって発生する地盤沈下に関する記述として、最も適当なものはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  地下水位が回復すれば、地盤は
元の高さまで隆起する。

2.  一度圧密された地層は、地下水
位が回復しても元の高さには戻ら
ない不可逆的な現象である。

3.  地盤沈下は、主に地層の膨張に
よって引き起こされる現象であ
る。

4.  地下水位の低下を止めること
で、沈下した地盤は徐々に元の標
高まで回復する。

問9 地球の公転軌道や地軸の傾きといった軌道要素が長期的に周期変動し、それが氷期と間氷期の繰り返しなどの気候変動を引き
起こす現象を何と呼ぶか。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  ミランコビッチサイクル 2.  温室効果サイクル 3.  プレートテクトニクスサイクル 4.  エルニーニョ・南方振動

問10 オホーツク海高気圧が日本の気候に与える影響に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2017年　全国公立入試　類似）

1.  オホーツク海高気圧は、夏の日
本において冷夏を引き起こす要因
の一つである。

2.  オホーツク海高気圧から吹き出
す冷涼な北東風は、やませと呼ば
れることがある。

3.  オホーツク海高気圧の勢力が強
まると、日本海側で猛暑が激化す
る傾向がある。

4.  オホーツク海高気圧の影響は、
主に東日本や北日本の太平洋側で
顕著に現れる。
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答え合わせ・解説 No.5

問1 答え 4
熱圏

大気圏は気温の高度分布により対流圏、成層圏、中間圏、熱圏に区分される。成層圏はオゾン層を
含み高度とともに気温が上昇する層である。一方、高度約80km以上の熱圏では、太陽からの強い
紫外線やX線により大気が電離し、電離層を形成して電波を反射する性質を持つ。設問の記述は熱
圏の特性を指しており、成層圏と混同しないよう注意が必要である。

問2 答え 2
貿易風が弱まり、西太平洋の暖水が東太
平洋へ広がり、東太平洋の冷水の湧昇が
弱まる。

平年状態では、強い貿易風が海面付近の暖水を西太平洋に吹き寄せ、東太平洋では深層からの冷水
の湧昇が起こっています。エルニーニョ現象時には、この貿易風が弱まることで、西側に蓄積され
ていた暖水が東側に広がり、冷水の湧昇が抑制されます。これにより東太平洋の海面水温が上昇
し、本来は西側で発生する積乱雲や雨域が東側へ移動する現象が生じます。

問3 答え 4
海陸風は、地球規模の熱収支の不均衡を
解消するために不可欠な大規模な熱輸送
現象である。

海陸風は、陸地と海洋の比熱の違いによって生じる局地的な風であり、地球全体の熱収支を調整す
るような大規模な熱輸送には関与しない。一方、大気の大循環、温帯低気圧、および黒潮などの海
流は、いずれも地球規模の熱輸送を担う重要な要素である。

問4 答え 3
約2.0カロリー

太陽定数は、地球の大気圏外で太陽光線に垂直な単位面積が単位時間あたりに受ける太陽放射エネ
ルギーの総量である。この値は約2.0 cal/(cm^2・min)と定義されている。地表に到達するエネル
ギーは、大気による反射、吸収、散乱の影響を受けるため、この値よりも大幅に減少する。

問5 答え 1
北向き

高層天気図において、等圧面高度の低い領域は周囲より気圧が低いことを示します。P点において
北側の高度が南側より低いということは、北側の気圧が南側よりも低いことを意味します。気圧傾
度力は気圧の高い方から低い方へ向かって働くため、この場合は南側から北側へ向かう、すなわち
北向きの力が作用します。

問6 答え 1
北側に向かって海面高度が低くなる分布
を示す。

黒潮は北半球において北東方向に流れる地衡流です。地衡流の性質上、流れの右側（南側）が高
く、左側（北側）が低くなるような海面傾斜が生じます。したがって、南から北へ向かって断面を
観測すると、海面高度は徐々に低くなる分布が観測されます。この傾斜が重力とコリオリの力のバ
ランスを維持しています。

問7 答え 2
陸上の水の貯留量が長期間で変化しない
ため

水循環において、陸上領域への流入量（降水＋大気輸送）と流出量（蒸発散＋河川流出）が等しく
なるのは、陸上の水の貯留量が長期間で変化しない定常状態を仮定しているからである。もし流入
と流出が等しくなければ、陸上の貯留量が増減し続けることになるため、この輸送量のバランスは
成立しない。

問8 答え 2
一度圧密された地層は、地下水位が回復
しても元の高さには戻らない不可逆的な
現象である。

地盤沈下は、地下水の過剰な汲み上げにより地層内の間隙水圧が低下し、土粒子が密に詰め込まれ
る「圧密」という現象によって発生します。この過程で地層は圧縮され、空隙が減少します。一度
この状態になると、再び地下水位が上昇して間隙水圧が回復しても、土粒子の配置は元には戻ら
ず、地盤の高さも回復しません。このため、地盤沈下は不可逆的な現象として知られています。

問9 答え 1
ミランコビッチサイクル

地球の公転軌道の離心率、地軸の傾き、歳差運動という3つの軌道要素は、数万年から十数万年の
周期で変動している。この周期的な変動が地球に届く日射量を変化させ、長期的な気候変動を誘発
する理論をミランコビッチサイクルと呼ぶ。これは第四紀の氷期・間氷期の交代を説明する主要な
要因の一つとされている。

問10 答え 3
オホーツク海高気圧の勢力が強まると、
日本海側で猛暑が激化する傾向がある。

オホーツク海高気圧は冷涼な空気を運ぶため、猛暑の原因とはなりません。むしろ、この高気圧が
停滞することで気温の上昇が抑制され、冷夏をもたらします。また、その影響は主に太平洋側に現
れるため、日本海側で猛暑が激化するという記述は誤りです。なお、この高気圧から吹き出す冷涼
な北東風は、東北地方などで「やませ」と呼ばれます。


